
赤穂初の前方後円墳（放亀山１号墳）の発掘！
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赤穂藩校「博文館」跡の発掘！

赤穂の塩田（西浜塩田）関連資料！



平成３０年度企画展

新発見速報展２０１８
　今回の企画展では、赤穂市教育委員会が実施した、
ここ最近１年間の調査の成果をご紹介いたします。

赤穂市内初の前方後円墳が発見されました！
　赤穂市内初となる前方後円墳が発見されました！
古墳は古墳時代前期前半（約 1,700 年前）に築かれ
たものですが、古墳の表面にほどこされた葺石（ふ
きいし）が非常に良く残っていました。また、埋葬
時に供えられた土器なども出土しています。

　赤穂の塩田に関連する資料の寄贈を受けました！
　塩の産地として全国的に有名な赤穂。現在では見
ることはできませんが、かつては塩田が海岸部一帯
に広がっていました。
　そのころの塩田の隆盛を物語る資料が赤穂市教育
委員会へ寄贈されました。資料にはこれまで知られ
ていなかった塩田施設の構造などが記録されてお
り、非常に興味深い資料となっています。
　

赤穂藩校「博文館」跡が発掘されました！
　かつて赤穂藩を治めた森家は、江戸時代後期（約
240 年前）に「博文館（はくぶんかん）」と呼ばれ
る学校（藩校）を創立し、家臣の教育を進めました。
　今回、その学校の建物跡が発掘により発見されま
した。見つかった建物は絵図や古記録から「学寮」
とよばれた学生の宿舎部分であることが判明しまし
た。藩校跡の発掘調査で当時の建物跡が発見される
のは全国的にも珍しい事例です。

発掘された前方後円墳のくびれ部

塩田施設の設計図（枝条架標準図・部分）

発掘された藩校の便所跡


